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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第70期

第２四半期累計期間
第71期

第２四半期累計期間
第70期

会計期間
自平成25年１月１日
至平成25年６月30日

自平成26年１月１日
至平成26年６月30日

自平成25年１月１日
至平成25年12月31日

売上高 （千円） 15,899,745 16,773,087 33,702,340

経常利益 （千円） 37,297 145,282 711,750

四半期（当期）純利益

又は四半期純損失（△）
（千円） △58,780 37,473 238,562

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） － － －

資本金 （千円） 1,741,625 1,741,625 1,741,625

発行済株式総数 （株） 7,033,000 7,033,000 7,033,000

純資産額 （千円） 3,101,556 3,366,531 3,364,982

総資産額 （千円） 14,233,522 13,472,033 13,887,893

１株当たり四半期（当期）純利益

金額又は１株当たり四半期純損失

金額（△）

（円） △8.36 5.33 33.92

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

１株当たり配当額 （円） 5.00 5.00 10.00

自己資本比率 （％） 21.8 25.0 24.2

営業活動によるキャッシュ・フロー （千円） 124,920 △361,970 1,377,746

投資活動によるキャッシュ・フロー （千円） △220,580 △292,667 △467,103

財務活動によるキャッシュ・フロー （千円） 64,806 579,869 △840,338

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 367,000 393,389 468,157

 

回次
第70期

第２四半期会計期間
第71期

第２四半期会計期間

会計期間
自平成25年４月１日
至平成25年６月30日

自平成26年４月１日
至平成26年６月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 10.57 21.93

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移について

　　　　　は記載しておりません。

　　　２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

　　　３．第70期及び第71期第２四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額は、潜在株式が

存在しないため記載しておりません。

         第70期第２四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額は、１株当たり四半期純損失であ

り、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２【事業の内容】

　当第２四半期累計期間において、当社が営む事業の内容に重要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

   　当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　　（１）経営成績の分析

当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、政府・日銀による経済対策や金融緩和策を背景に、企業収益や雇

用情勢の改善が見られ、緩やかな景気回復傾向で推移いたしました。しかしながら、４月以降は消費税増税の駆け

込み需要の反動や新興国経済の成長鈍化など、景気の先行きは、依然として不透明さが残る状況にあります。

外食業界におきましては、消費税増税後も外食需要は堅調に推移しておりますが、原材料価格の高騰やエネル

ギーコストの増加などの影響もあり、予断を許さない状況が続いております。

このような環境の下、当社は引き続き「お客様の感動満足にもとづく会社の成長」と中期的な成長戦略の実現を

目指し、「経営資源の最適配分を図る事業構造の改革」、「基盤となる機能・サービスの革新」及び「筋肉質な組

織への再構築」の施策に取り組むとともに、食の安心・安全の観点から店舗衛生管理の徹底、商品力及び提供品質

の維持・向上に努め、多様化する消費者ニーズに対応してまいりました。

当第２四半期累計期間における新規出店及びリニューアルは、小型の多店舗展開を目指した新感覚の鶏業態「と

りやき　源氣」、熟成肉のグリルや自家製スモークが楽しめるアーリーアメリカン調の肉ＰＵＢ「ＴＨＥ ＡＧＩ

ＮＧ ＨＯＵＳＥ 1795」、東京駅・北町ダイニングで限定醸造ビールが味わえる「ＴＨＥ ＯＬＤ ＳＴＡＴＩＯ

Ｎ」、ゴルフ場及び文化施設内のレストラン並びに池上本門寺の敷地内にある飲食施設の運営受託などの計10店舗

を新規出店いたしました。また、既存の５店舗を「ＭＡＬＴＢＡＲ ＷＨＩＳＫＹ ＶＯＩＣＥ」、「ワイン倶楽

部」、「鳥どり総本家」、「虎連坊」などに業態変更する一方、不採算店舗や契約先の事由により９店舗を閉店い

たしましたので、当第２四半期会計期間末の店舗数は245店舗となりました。

当第２四半期累計期間における業績につきましては、売上面では高還元率で好評の「倶楽部ダイナック（顧客会

員カード）」を軸に、消費税増税による消費環境の変化に応じたさまざまな販売促進策の展開などに取り組み、売

上高は16,773百万円（前年同期比5.5％増）となりました。

利益面では、電気料金の値上げや、積極的な販売促進活動及び採用活動などの関連諸費用の増加に加え、不安定

な天候要因の影響もありましたが、より一層の店舗管理コストの最適化を図り、経常利益は145百万円（前年同期

比289.5％増）、四半期純利益37百万円（前年同期は四半期純損失58百万円）となりました。

当該事業の形態別概況は以下のとおりです。

レストラン・バーの業績の概況は、ほぼ前述のとおりであり、売上高は15,163百万円（前年同期比4.3％増）、

売上総利益は1,727百万円（前年同期比7.2％増）となりました。

ケータリングは、売上高は439百万円（前年同期比5.7％増）、売上総利益は41百万円（前年同期比4.8％増）と

堅調に推移いたしました。

その他は、「道の駅　まくらがの里こが」の売店収入が寄与し、売上高は1,169百万円（前年同期比23.5％

増）、売上総利益は167百万円（前年同期比30.7％増）となりました。

 

 　 （２）財政状態の分析

当第２四半期会計期間末における総資産は13,472百万円となり、前事業年度末と比べ415百万円の減少となりま

した。その主な増減内容につきましては、以下のとおりです。

流動資産は、前事業年度末と比べ336百万円の減少となりました。これは主に売掛金が241百万円、現金及び預金

が74百万円それぞれ減少したことによるものです。

固定資産は、前事業年度末と比べ78百万円の減少となりました。これは主に敷金及び保証金が81百万円減少した

ことによるものです。

負債は、前事業年度末と比べ417百万円の減少となりました。これは主に買掛金が760百万円、未払費用が254百

万円それぞれ減少する一方で、借入金が615百万円増加したことによるものです。

純資産は、前事業年度末と比べ１百万円の増加となりました。これは主に利益剰余金が２百万円増加したことに

よるものです。

この結果、自己資本比率は前事業年度末より0.8ポイント増加の25.0％となりました。
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 　 （３）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前事業年度末に比べ74百

万円減少の393百万円となりました。

なお、各キャッシュ・フローの状況につきましては、以下のとおりです。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動の結果使用した資金は、361百万円（前年同期は124百万円の資金獲得）となりました。これは主に減価

償却費の計上355百万円、税引前四半期純利益の計上103百万円及び売上債権の減少額241百万円による資金獲得と

仕入債務の減少額760百万円、未払費用の減少額257百万円の資金使用によるものです。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動の結果使用した資金は、292百万円（前年同期は220百万円の資金使用）となりました。これは主に有形

固定資産の取得による支出301百万円によるものです。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動の結果得られた資金は、579百万円（前年同期は64百万円の資金獲得）となりました。これは主に借入

金の収入と返済による資金収支615百万円によるものです。

 

 　 （４）事業上及び財務上の対処すべき課題

　　　　当第２四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

 　（５）研究開発活動

　　　　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 24,000,000

計 24,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成26年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成26年8月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 7,033,000 7,033,000
東京証券取引所

（市場第二部）
単元株式数100株

計 7,033,000 7,033,000 － －

　　　　（注）「提出日現在発行数」欄には、平成26年８月１日からこの四半期報告書提出日までに発行された株式数は

　　　　　　　含まれておりません。

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

         該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成26年４月１日～

平成26年６月30日
－ 7,033,000 － 1,741,625 － 965,175
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（６）【大株主の状況】

  平成26年６月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

サントリーホールディングス株式

会社
大阪市北区堂島浜二丁目１番40号 4,340,000 61.71

ダイナック従業員持株会 東京都新宿区新宿一丁目８番１号 213,000 3.03

鴻池運輸株式会社 大阪市中央区備後町二丁目６番８号 150,000 2.13

日本生命保険相互会社 東京都千代田区丸の内一丁目６番６号 102,000 1.45

株式会社三井住友銀行 東京都千代田区丸の内一丁目１番２号 60,000 0.85

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内二丁目７番１号 60,000 0.85

株式会社佐々木 東京都新宿区高田馬場二丁目３番11号 47,500 0.68

三井住友信託銀行株式会社 東京都千代田区丸の内一丁目４番１号 40,000 0.57

三井住友海上火災保険株式会社 東京都千代田区神田駿河台三丁目９番地 20,000 0.28

株式会社マキシム 大阪府茨木市横江一丁目６番13号 13,000 0.18

計 － 5,045,500 71.74

 

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

（平成26年６月30日現在）
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）(注)１ 普通株式　　　　100 － －

完全議決権株式（その他）　　(注)２ 普通株式　7,032,100 70,321 －

単元未満株式　　　　　　　　(注)３ 普通株式　　　　800 － １単元(100株)未満の株式

発行済株式総数 7,033,000 － －

総株主の議決権 － 70,321 －

（注）１．「完全議決権株式（自己株式等）」の欄は、全て当社保有の自己株式であります。

　　　２．「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が1,400株含まれております。

　　また、「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数14個が含まれております。

　　　３．「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式54株が含まれております。

②【自己株式等】

（平成26年６月30日現在）
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数(株)

他人名義所有
株式数(株)

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

株式会社ダイナック
東京都新宿区新宿

一丁目８番１号
100 － 100 0.00

計 － 100 － 100 0.00

 

２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について
　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第

63号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　 当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間（平成26年４月１日から平成26

 年６月30日まで）及び第２四半期累計期間（平成26年１月１日から平成26年６月30日まで）に係る四半期財務諸表

 について有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

 　当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表は作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前事業年度

(平成25年12月31日)
当第２四半期会計期間
(平成26年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 468,157 393,389

売掛金 1,923,526 1,681,761

商品 53,603 42,540

原材料及び貯蔵品 210,635 167,528

その他 525,073 554,878

貸倒引当金 △12,000 △8,000

流動資産合計 3,168,997 2,832,098

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 4,179,125 4,144,553

その他（純額） 544,259 609,037

有形固定資産合計 4,723,385 4,753,590

無形固定資産 100,293 95,470

投資その他の資産   

敷金及び保証金 5,002,176 4,921,087

その他 1,240,061 1,216,943

貸倒引当金 △347,020 △347,157

投資その他の資産合計 5,895,216 5,790,873

固定資産合計 10,718,896 10,639,934

資産合計 13,887,893 13,472,033
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  （単位：千円）

 
前事業年度

(平成25年12月31日)
当第２四半期会計期間
(平成26年６月30日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 2,392,850 1,632,250

短期借入金 500,000 1,550,000

1年内返済予定の長期借入金 1,070,000 870,000

未払法人税等 161,000 93,000

未払費用 1,962,408 1,707,648

役員賞与引当金 16,800 8,000

資産除去債務 7,041 7,696

その他 659,247 670,143

流動負債合計 6,769,347 6,538,738

固定負債   

長期借入金 1,710,000 1,475,000

退職給付引当金 1,223,271 1,262,491

役員退職慰労引当金 43,066 －

資産除去債務 750,815 753,443

その他 26,411 75,827

固定負債合計 3,753,564 3,566,762

負債合計 10,522,911 10,105,501

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,741,625 1,741,625

資本剰余金 965,175 965,175

利益剰余金 651,569 653,878

自己株式 △174 △174

株主資本合計 3,358,194 3,360,503

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 6,787 6,028

評価・換算差額等合計 6,787 6,028

純資産合計 3,364,982 3,366,531

負債純資産合計 13,887,893 13,472,033
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（２）【四半期損益計算書】

【第２四半期累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期累計期間
(自　平成25年１月１日
　至　平成25年６月30日)

当第２四半期累計期間
(自　平成26年１月１日
　至　平成26年６月30日)

売上高 15,899,745 16,773,087

売上原価 14,119,762 14,835,623

売上総利益 1,779,982 1,937,463

販売費及び一般管理費 ※ 1,731,226 ※ 1,781,390

営業利益 48,755 156,073

営業外収益   

受取利息 639 467

受取配当金 191 191

償却債権取立益 6,000 6,000

その他 1,365 1,531

営業外収益合計 8,196 8,190

営業外費用   

支払利息 17,831 15,766

その他 1,822 3,215

営業外費用合計 19,654 18,981

経常利益 37,297 145,282

特別利益   

固定資産売却益 49 －

投資有価証券売却益 － 2,999

特別利益合計 49 2,999

特別損失   

固定資産除却損 42,146 26,657

店舗等撤退損失 26,636 18,006

その他 270 －

特別損失合計 69,053 44,663

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） △31,706 103,618

法人税、住民税及び事業税 31,937 47,662

法人税等調整額 △4,863 18,482

法人税等合計 27,073 66,145

四半期純利益又は四半期純損失（△） △58,780 37,473
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期累計期間
(自　平成25年１月１日
　至　平成25年６月30日)

当第２四半期累計期間
(自　平成26年１月１日
　至　平成26年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失

（△）
△31,706 103,618

減価償却費 342,730 355,518

店舗等撤退損失 26,636 18,006

貸倒引当金の増減額（△は減少） 848 △3,863

受取利息及び受取配当金 △831 △659

支払利息 17,831 15,766

売上債権の増減額（△は増加） 191,605 241,765

たな卸資産の増減額（△は増加） 36,973 54,170

仕入債務の増減額（△は減少） △321,289 △760,599

未払費用の増減額（△は減少） 48,007 △257,810

その他 △79,651 △4,421

小計 231,154 △238,507

利息及び配当金の受取額 831 659

利息の支払額 △14,127 △12,715

法人税等の支払額 △92,937 △111,406

営業活動によるキャッシュ・フロー 124,920 △361,970

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △364,621 △301,732

敷金及び保証金の差入による支出 △84,744 △34,715

敷金及び保証金の回収による収入 271,404 69,039

店舗等撤退による支出 △25,690 △18,637

その他 △16,928 △6,621

投資活動によるキャッシュ・フロー △220,580 △292,667

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 110,000 1,050,000

長期借入れによる収入 － 100,000

長期借入金の返済による支出 △10,000 △535,000

配当金の支払額 △35,193 △35,130

財務活動によるキャッシュ・フロー 64,806 579,869

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △30,852 △74,767

現金及び現金同等物の期首残高 397,853 468,157

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 367,000 ※ 393,389
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【注記事項】

（追加情報）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当第2四半期累計期間

　　　　　　　　　　　　　　　（自　平成26年１月１日　至　平成26年６月30日）

　当社は、平成26年３月26日開催の定時株主総会において、役員退職慰労金制度を廃止し、取締役及び監査役に対する

退職慰労金を打ち切り支給することとし、その支給の時期は取締役または監査役を退任する時とすることを決議しまし

た。

　これに伴い、役員退職慰労引当金は全額取崩し、打ち切り支給額の55,190千円を固定負債の「その他」に含めて表示

しております。

 

（四半期損益計算書関係）

　  ※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 

前第２四半期累計期間

（自　平成25年１月１日

　　至　平成25年６月30日）

当第２四半期累計期間

（自　平成26年１月１日

　　至　平成26年６月30日）

給与手当 595,246千円 548,290千円

役員賞与引当金繰入額 9,000千円 8,000千円

退職給付費用 26,454千円 35,427千円

役員退職慰労引当金繰入額 4,948千円 12,123千円

減価償却費 16,675千円 17,631千円

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

　　　※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記のとおり

　　　　　であります。

 

　　　　前第２四半期累計期間

　　　（自　平成25年１月１日

　　　　至　平成25年６月30日）

　　　　当第２四半期累計期間

　　　（自　平成26年１月１日

　　　　至　平成26年６月30日）

　　現金及び預金勘定 367,000千円 393,389千円

　　現金及び現金同等物 367,000千円 393,389千円
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期累計期間（自　平成25年１月１日　至　平成25年６月30日）

　　　　１．配当に関する事項

　　　 (1)配当金支払額

　　 （決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年３月26日

定時株主総会
普通株式 35,164 5.0  平成24年12月31日  平成25年３月27日 利益剰余金

 

　　　　(2)基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間末後と

　　　　　 なるもの

　　 （決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年８月２日

取締役会
普通株式 35,164 5.0  平成25年６月30日  平成25年９月17日 利益剰余金

 

　　　　２．株主資本の金額の著しい変動

　　　　　　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第２四半期累計期間（自　平成26年１月１日　至　平成26年６月30日）

　　　　１．配当に関する事項

　　　 (1)配当金支払額

　　 （決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年３月25日

定時株主総会
普通株式 35,164 5.0  平成25年12月31日  平成26年３月26日 利益剰余金

 

　　　　(2)基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間末後と

　　　　　 なるもの

　　 （決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年８月１日

取締役会
普通株式 35,164 5.0  平成26年６月30日  平成26年９月16日 利益剰余金

 

　　　　２．株主資本の金額の著しい変動

　　　　　　該当事項はありません。
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（金融商品関係）

　　　　当第２四半期会計期間末（平成26年６月30日）

　　　　金融商品の時価等のあるものが、前事業年度の末日に比べて著しい変動が認められないため、記載を省略してお

　　　ります。

 

（有価証券関係）

　　　　当第２四半期会計期間末（平成26年６月30日）

　　　　その他有価証券で時価のあるものが、前事業年度の末日に比べて著しい変動が認められないため、記載を省略し

　　　ております。

 

（デリバティブ取引関係）

　　　　該当事項はありません。

 

（持分法損益等）

　　　　該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　　　　当社は店舗及びケータリングなどによる飲食提供を主な事業としており、外食事業以外に事業の種類がないた

　　　め、セグメント情報については記載を省略しております。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期累計期間
（自　平成25年１月１日
至　平成25年６月30日）

当第２四半期累計期間
（自　平成26年１月１日
至　平成26年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額　　　　　　　　　

又は１株当たり四半期純損失金額（△）
△8円36銭 5円33銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額　　　　　　　　　　　　　　

又は四半期純損失金額（△）（千円）
△58,780 37,473

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額

又は四半期純損失金額（△）（千円）
△58,780 37,473

普通株式の期中平均株式数（株） 7,032,912 7,032,846

（注）当第２四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額は、潜在株式が存在しないため記載してお

りません。

前第２四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額は、１株当たり四半期純損失金額であり、

また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

 

２【その他】

　平成26年８月１日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

 　(イ)配当金の総額・・・・・・・・・・・・・・・35,164千円

 　(ロ)１株当たりの金額・・・・・・・・・・・・・５円00銭

 　(ハ)支払請求の効力発生日及び支払開始日・・・・平成26年９月16日

 　　(注)　平成26年６月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 
 

平成26年８月７日
 

株式会社ダイナック
 

取締役会　御中
 
 
 

有限責任監査法人トーマツ
 

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 川﨑　洋文　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 平田　英之　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ダイ

ナックの平成26年１月１日から平成26年12月31日までの第71期事業年度の第２四半期会計期間（平成26年４月１日から平

成26年６月30日まで）及び第２四半期累計期間（平成26年１月１日から平成26年６月30日まで）に係る四半期財務諸表、

すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを

行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論

を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ダイナックの平成26年６月30日現在の財政状態並びに同日をもって終

了する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて

の重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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